
学　校　番　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　特１２

評　　価 評　　価
（総　　合） （総　　合）

評価項目 項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見

生徒自身が卒業後の姿をイメージできるような就業体験、職場見学等の行
事や進路学習を計画・実施する。

第３学年

昨年度の成果と課題

学校運営方針

具体的目標 具　体　的　方　策

社会人の一員として他者と協働する態度を養うために、学校行事や学年・
学級活動等をとおしてそれぞれ役割を果たす場面を設定し、その支援を行
う。（Ａ）（Ｃ）

社会人としてのルールやマナーを守る力を身に付けるために、学校生活
全体を通して指導を行う。（Ａ）

○成果
志願者確保のため全職員で
課題を共有し、学校・寄宿舎
生活の充実、広報活動等に
努め、倍率1.4倍の志願者を
確保することができた。ま
た、生徒の実態に応じた指
導と日々の教育活動に取り
組み、卒業生全員が希望の
進路を実現できた。併せて、
職業専門コースの見直しを
図り、令和８年度から実施す
ることを決定した。

○課題
これからの時代に求められ
る教育の実現に向けた教育
課程や教育活動等の見直
し、持続可能な組織作りが
必要である。特に生徒の良
さや可能性を見い出し発揮
できる日常の授業・環境を
作るために、各種計画を授
業や指導に活用するサイク
ルの明確化、ICT機器の効
果的な活用に取り組まなけ
ればならない。

将来の職業生活に対する意識
を高める。（Ａ-ａ）（Ａ-ｂ）（Ａ-ｄ）

自尊感情を育む。（Ａ-ｂ）（Ｂ-ｂ）
（Ｂ－ｅ）（Ｃ－ｃ）

将来の職業生活についての知識及
び意識を高める。（Ａ－ａ、ｂ、ｄ、ｅ）

第１学年

第２学年

A　学習指導と進路指導の充実

B　心と体の教育の充実

C　寄宿舎教育の充実

対人関係力、規範意識を育む。
（Ａ-ｃ）（Ｃ-ｄ）

基本的な生活習慣や時間を意識し
た行動を定着させる。（Ａ－ｂ）（Ｂ－
ｃ、ｄ）

集団の一員として規範意識をもち、
他者と協調して役割を果たそうとす
る態度を養う。（Ａ－ｂ、ｅ）

自尊感情及び他尊感情を育む。（Ａ
－ｄ、ｅ）（Ｂ－ａ、ｂ、ｅ）（Ｄ－ｄ）

　
　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

評価（３月）

b 職業・社会生活に結びつく具体的・実践的な学習指導
c タブレット端末等のICT機器を活用した学習指導
d 生徒が自分らしい生き方を見つけられるキャリア教育
e 社会的スキルやコミュニケーション能力等を育てる自立活動の指導
a いじめや不登校等を未然に防ぐ積極的生徒指導に基づく学級経営・学年経営
b 一人一人の障がいの特性や教育的ニーズに応じた指導方法の検討と対応、合理的配慮の提供

c 自立した職業生活、健やかな社会生活に必要な情報モラル、健康・安全、食・性に関する指導
d 心身の健康の保持増進と安心・安全な学校生活のための体制づくり
e 人権尊重の態度を基盤とした指導
a 基本的生活習慣の確立と健康で安全な生活の実現に向けて工夫する力の育成

基本的生活習慣を身に付けるために、家庭や寄宿舎と連携して個別の支
援・指導を行う。（Ｂ）（Ｃ）

スケジュール管理の支援・指導を行う。また、教育活動全体をとおして挨拶・返事の
指導を行う。（Ａ）

学級活動において称賛する場面を増やす。社会人としてのルールやマナーに関す
る指導を日常的に行う。また、学校見学での職業コース紹介の役割を通して自己有
用感を高める。（Ａ）（Ｂ）（Ｄ）

生徒自身が卒業後の姿をイメージできるような進路学習を計画・実施する。（Ａ）

学　校　運　営　計　画　（４月）

具　体　的　目　標

a 生徒の希望や実態に応じた効果的な就業体験、職場実習

b 寄宿舎生活を充実させるてんぱい会を中心とした自治活動や余暇、行事の活性化
ｃ 一人一人の障がいの特性や心情等に応じたきめ細かな支援と柔軟な対応
d 良好な人間関係を築く日常の豊かなコミュニケーション
e 安心・安全を守る環境と体制の整備

e  学校教育研究、授業研究を活用した授業改善と専門性向上に係る各種研修の実施

年　度　重　点　目　標

人権尊重の態度を育むとともに、他
者と良好なコミュニケーションをとろ
うとする態度を養う。（Ａ―ｅ、Ｂ―a、
ｅ）

次年度の主な課題

家庭や寄宿舎と連携して個の実態に応じた支援・指導を行う。（Ａ）（Ｂ）

学校行事や学年、学級活動等をとおして様々な経験を積ませる。社会人と
してのルールやマナーに関する指導を日常的に行う。

道徳や人権学習等をとおして、様々な考えやコミュニケーションのとり方に
ついて学ばせる。

家庭や寄宿舎と連携して個の実態に応じた支援・指導を行う。

スケジュール管理の支援・指導を定期的に行う。

将来の職業生活の意識を高めるために、生徒自身が卒業後の姿をイメー
ジできるような就業体験、職場見学を計画・実施する。（Ａ）

自尊感情を育むために、学校活動全体において称賛する場面を増やす。
（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）

様式５

自己評価

令和７年度　　学校評価書　　　　　　　　　（計画段階・実施段階）

福岡県立特別支援学校「福岡高等学園」

学校関係者評価

c  学年・分掌・全職員のチームワークと職員室・寄宿舎・事務室の校内連携、保護者・地域・関係機関・専門家等との校外連携

d  学校見学やホームページ、ＳＮＳ等を活用した積極的な広報活動
D　組織の活性化と専門性の向上

ａ  カリキュラムマネジメントによる授業及び学習指導計画等の改善
b  各種会議・委員会の計画的な実施とPDCAによる業務改善､後年度につなぐ記録・事績の集積

生活管理能力を育成する。
（Ｂ-ｃ）（Ｃ-ａ）

基本的な生活習慣及び身だしなみ
を定着させる。（Ａ－ｂ）（Ｂ－ｃ、ｄ）

集団の一員として規範意識をもち、
他者と協調して役割を果たそうとす
る態度を高める。（Ａ－ｂ、ｅ）

将来の職業生活についての知識及
び意識を高める。（Ａ－ａ、ｂ、ｃ）



生徒指導部、寄宿舎棟運営間で情報共有できる場を定期的に設ける。内容に応じ
ては分掌と連携をとりながら、組織的に指導を行う。（B）、（D）

生徒の情報やニーズを確実に
把握し、個に応じた適切な支援
を行える体制を作る。（Ｂ－ｂ）

特別支援教育、特に知的障がい・発達障がいに関する専門性を高めるた
め、各分掌と連携を図り、効果的な研修を計画・実施する。(D)

研修や実習等を通して、高い専
門性を有する教員の育成を図
る。（Ｄ－e） 大学との連絡調整や校内での指導体制作り等の在り方を検討し、教育実

習や介護等体験を円滑に実施する。(D)

ＰＴＡ役員理事と連携しＰＴＡ
PTA役員理事を中心として、研修の内容を検討し、２，３回の研修会を実施
する。(D)

保健
指導部

生徒が安心・安全に過ごすこと
のできる環境を整える。

全職員が生徒の健康状況を把握できるよう、年度初めの研修や夏季研修で周知す
る。

アレルギー対応の在り方や実施方法について、再度検討し、実施する。

教室環境や特別教室の安全点検を環境美化委員とともにチェックする体制を構築す
る。

生徒の健康・安全への意識の
向上を図る。

授業を通じて、健康や性に関することについての意識の向上を図る。

委員会活動を通じて、食や安全・衛生への意識の向上を図る。

既往症のある生徒に体調の報告を随時促すことで、体調の変化を伝えられるように
する。

研修部

職業的自立及び社会参加を実
現しようとする生徒を育成する
ために、各教科等における系統
的かつ教科間の連携のある指
導の充実を図るための研究を
推進する。（Ｄ－e）

各教科において、年間指導計画に記された指導内容の系統性を明確にす
るための協議を行う。(D)

生徒
指導部

進路
指導部

生徒・保護者のニーズを把握し、ニーズに応じた就業体験や職場実習を行う。（A）

就労に対する意識の向上が図れるような進路学習や進路行事を企画する。（A)

障がい者雇用に関する社会情勢等を職員に共有する。（D)

保護者に対して、進路だよりを発行し、進路に関する情報発信に努める。（D)

進路に関する情報発信を行う。
（Ｄ－ｃ）

生徒の希望職種、実態を踏まえ
た職場実習、就業体験の受け
入れ先の確保に努める。（Ａ－
ａ）

興味・関心のある職種等を考えさせるとともに、自分の適性に合った事業所を意識さ
せ、就労に繋げる。（A）

教務部

学年や特別教育支援部と連携して、生徒の実態や特性の理解に努める。（B）

毎月、簡易いじめアンケートを実施する。いじめアンケート終了後、気になる生徒と
個別面談を設定し、早期発見・早期対応を心掛け情報を共有して指導と対応を進め
る。（B）

学年、寄宿舎の指導方針の共通認識・相互理解を深めるとともに、相互の環境で起
こった問題行動を共有し、生徒指導にあたる。また、必要に応じて他分掌と連携をと
りながら、組織的に指導を行う。（B）、（D）

生徒の日頃の行動を観察して状況把握に努め、必要な情報については全職員で情
報を共有し生徒指導に活かす。（B）

いじめを見逃さない学校づくりを行
う。（Ｂ-a）

 本校の特色や魅力を周知させる取
組を組織的・戦略的に実施し、入学
者選考志願者の確保に努める。
（D-d）

職業・社会生活に結びつく具体的・
実践的な学習指導を行えるよう、学
習環境の整備、教育課程の整理・
見直しを中心としたカリキュラム・マ
ネジメントを推進する。(A-b)(A-
c)(A-e)(B-c)(D-a)(D-c)

一貫したきめ細かな支援を行え
るよう、必要に応じて校内、校外
の関係者と連携に努める。（Ｄ
－ｃ）

センター的機能の充実を図る。
（Ｄ－ｃ）

若年教員研修において、教科主任等と連携を図り、有益な研究授業が実
施できるよう調整する。(D)

年間を通じて生徒の実態に即した教育活動を行えるよう、行事検討委員会と連携
し、行事時期及び内容の見直しを行う。(D)

今年度開始する職業専門１年トライアルや、令和８年度開始する職業専門コースに
おける学習の充実を図るため、教科主任会議や職業チーフ会議と連携し、学習内容
等の検討を行う。(A)

生徒の実態把握や評価を適切に行うことでより充実した学習指導が行えるよう、学
年や教科主任会議、情報セキュリティ委員会と連携し、教務提出文書の様式や流れ
の見直し、成績処理システムや校務支援システムのより円滑な運用方法等につい
ての検討を行う。(D)

学校見学において、中学生及びその保護者の関心を高めることができるよう、在籍
生徒作成の学校・寄宿舎紹介動画や生徒及び保護者の率直な感想等を取り入れ
る。(D)

令和８年度開始する職業専門コースについて周知できるよう、新しいリーフレットの
作成を行う。(D)

中学生進路相談事業への参加、各教育事務所で開催される特別支援教育関連の
研修会での広報、中学校等へ直接出向いての広報活動の実施について計画する。
(D)

学年、寄宿舎及び保護者との連携
の強化を図る。（Ｂ-a、Ｂ-b、B-d、
D-c）

特別支援
教育部

職員の専門性の向上を図る。
（Ｄ－ｅ）

校内の関係分掌、外部の専門家や機関との連携を密にとり、障がいの理
解と対応、福祉サービス等についての研修を計画し、実施する。（D)

中高連絡会を実施し、生徒の実態や家庭状況の把握を的確に行い、今後
の生徒支援に活かしていく。また、「個別の教育支援計画」作成をスムーズ
に行えるよう、各学年で作成等に関する手続きの提示、会議等の設定を行
う。（B)

生活や学習での困り感が強い生徒については、早めに担当職員から係へ
相談できる環境を整え、分掌会議等を通してケース会議や関係機関との
連携へとつなげ、適切な支援方法を探っていく。また、学期に１度、支援会
議を行うことで学校全体での支援体制を検討する。（D)

生徒の支援に関する相談が増えるように、地域のセンター的機能に関する
広報を行う。（D)



本校の教育活動を紹介するため、学校要覧の発行を行う。（D)

中学生が興味関心の持てるパンフレットの発行を行う。（D)

寄宿舎の魅力の再発見及び創
出を行い、発信する。（Ｄ－ｄ）

アレルギー食や緊急時のシミュレーションを行うとともに、行事や校外活動
の際には、事前に保護者や飲食店等と連携して確実に対応を行う。（Ｂ、
Ｃ）

舎内のルールや善悪の判断について生徒たちに理解できるように伝えた
うえで、問題行動には全職員で一貫した対応を行う。（Ｂ、Ｃ）

各班で行事を分担したうえで、生徒の委員会や実行委員を中心に、余暇
時間や自由時間に楽しめる行事を企画し実施する。（Ｃ）

意見箱等を利用して生徒からの意見や要望等を集め、生徒を中心とした
話し合いにより、寄宿舎生活の改善につなげる。（Ｃ）

支援・研修班を中心にテーマ研究を行う。（Ｂ、Ｃ、Ｄ）

職員アンケートをもとに、可能なところから業務改善に向けて取り組む。（Ｃ）

生徒が作成した寄宿舎紹介動画を活用して、来校者等に寄宿舎生活の様
子を伝える。また、生徒を中心として動画を改良する。（Ｄ）

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

事務部

適切な予算執行（Ｄ－ｃ）

庶務
広報部

ＰＴＡ役員理事と連携しＰＴＡ
活動内容の推進を行う。(D-
c)

寮務部

学校、家庭等と連携しながら、
将来の社会生活の基本となる
生活習慣を確立させる。（Ｃ－
ａ）

安全管理を確実に行うための
体制づくりを行ったうえで、安全
な生活の実現に向けて工夫す
る力を育てる。（Ｂ－ａ、Ｂ－ｃ、
Ｃ－e）

自治活動を中心として余暇時間
や行事を充実させ、生徒の自主
性を育てる。（Ｃ－ｂ）

「生活自立の記録」の新様式を、実態調査・目標設定・本人保護者との連
携等に活用して、より実用に即したものにするために協議する。（Ｃ）

薬やアレルギーについて、生徒が自分で対応できるよう支援をする。（Ｂ、
Ｃ）

夜間の問題行動への対応を明らかにし、学校と共有できるようにする。
（Ｃ、Ｄ）

職員の資質を高め、生徒の実
態やニーズを把握して、個に応
じた支援を行う。（Ｂ－e、Ｃ－ｃ、
Ｄ－ｅ）

　・
　・
　・
　・

評価項目以外のものに関する意見

　・

１人の職員の業務負担が大きくならないよう適宜声かけを行い、必要に応
じて事務室内の業務を平準化する。

緊急性や重要性等を勘案しながら、また関係部署との連携や情報共有を
図りながら、迅速で適切な予算執行に努める。

時間外勤務の縮減や計画的な
年休取得の推進（Ｄ－ｂ）

PTAとして、花壇づくりまたはベルマーク活動の取り組みを行う。(D)

定期的、計画的にPTA理事会を開催し、取り組みの確認や意見交流を行
う。(D)

必要な情報について、随時、ホーム
ページの更新や学校要覧、学校パ
ンフレットの発行を行う。（D-d）

学校ホームページの情報を最新にし、積極的な情報発信を行う。(D)


